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(57)【要約】
【課題】膨張弁の弁室に流入する高圧の液冷媒の流れの
乱れに起因する騒音を防止する。
【解決手段】膨張弁１ａは弁本体１０に設けられる高圧
の液冷媒が供給される入口ポート２０を有する。冷媒は
小径部２１を介して弁室２２に流入し、弁体６０と弁座
２４の弁通路を通り、オリフィス２６、出口ポート２８
からエバポレータへ送られる。弁体駆動装置４０は、作
動棒５０を介して弁体６０を操作して弁開度を制御する
。弁体６０はばね受け１００を介して付勢ばね８０によ
り支持される。ばね受け１００は、付勢ばね８０の内部
に挿入される円柱状の垂下体１１０を備え、冷媒が付勢
ばね８０の内部に流入するのを防止する。この作用によ
り冷媒の流れの乱れは防止され、騒音の発生原因は除去
される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンデンサで凝縮した高圧の冷媒を導入する入口ポート、該入口ポートに連通する弁室
、該弁室に設けられたオリフィス、該オリフィスで膨張した冷媒を外部に向けて導出する
出口ポート及びエバポレータからコンプレッサへ戻る冷媒が通過する通路を有する弁本体
と、前記オリフィスを開閉する弁体と、前記弁体を駆動して前記オリフィスの開度を制御
する弁体駆動装置と、前記弁体を前記オリフィスに向けて付勢するように前記弁室内に配
置される付勢ばねとを備える膨張弁であって、
　前記付勢ばねと前記弁体との間には、前記付勢ばねのばね力を前記弁体に伝えるように
介在するばね受けが設けてあり、
　前記ばね受けには、前記付勢ばねの内側空間を閉塞する円柱状の垂下体が備わっている
ことを特徴とする膨張弁。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冷凍サイクルに用いられる感温式の膨張弁に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、自動車に搭載される空調装置等に用いる冷凍サイクルについては、設置スペース
や配管を省略するために、冷媒の通過量を温度に応じて調整する感温式の温度膨張弁が使
用されている。
【０００３】
　図２はこの種の膨張弁の従来構造を示し、（ａ）は縦断面図、（ｂ）は（ａ）のＡ－Ａ
断面図である。
　膨張弁１は弁本体１０を有し、弁本体１０には、コンプレッサ側から供給される高圧の
冷媒が導入される入口ポート２０が設けられ、入口ポート２０は小径部２１を介して弁室
２２に連通する。入口ポート２０には弁体６０により開閉される弁座２４が形成され、弁
座２４と弁体６０により流量が制御された冷媒はオリフィス２６を通り、出口ポート２８
からエバポレータ側へ送り出される。
【０００４】
　エバポレータからコンプレッサ側へ戻る冷媒は、弁本体１０に設けられる戻り通路３０
を通過する。戻り通路３０を通過する冷媒は開口部３２を介して弁体駆動装置４０側へ侵
入し、冷媒の温度情報を弁体駆動装置４０側へ伝達する。
　弁体駆動装置４０は作動流体が封入される作動圧力室を有し、圧力の変動はダイアフラ
ムの変位に変換されて作動棒５０に伝達される。
【０００５】
　作動棒５０は弁体６０を操作して弁開度を制御する。球状の弁体６０はばね受け７０に
より支持される。ばね受け７０は弁室２２を封止するプラグ９０との間に設けられる付勢
ばね８０により支持される。プラグ９０はナット状の部材であって、そのねじ込み量を調
節することで、弁体６０の閉弁方向の付勢力を調整することができる。
　この種の膨張弁は下記の特許文献１に開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１２－４７３９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述した従来の膨張弁１にあっては、小径部２１から弁室２２に導入される高圧の液冷
媒は付勢ばね８０の隙間を通って内側のばね内部空間８２に流入して流れが乱れ、騒音の
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発生原因となっていた。
　そこで本発明の目的は、上述した不具合を解消する膨張弁を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために本発明の膨張弁は、コンデンサで凝縮した高圧の冷媒を導入
する入口ポート、該入口ポートに連通する弁室、該弁室に設けられたオリフィス、該オリ
フィスで膨張した冷媒を外部に向けて導出する出口ポート及びエバポレータからコンプレ
ッサへ戻る冷媒が通過する通路を有する弁本体と、前記オリフィスを開閉する弁体と、前
記弁体を駆動して前記オリフィスの開度を制御する弁体駆動装置と、前記弁体を前記オリ
フィスに向けて付勢するように前記弁室内に配置される付勢ばねとを備え、前記付勢ばね
と前記弁体との間には前記付勢ばねのばね力を前記弁体に伝えるように介在するばね受け
が設けてあり、前記ばね受けには前記付勢ばねの内側空間を閉塞する円柱状の垂下体が備
わっていることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の膨張弁は以上の構成を備えることにより、冷媒がばねの隙間からばねの内部空
間に流入することがなく、流れの乱れにより発生する騒音が防止される。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の膨張弁の好適な一実施形態を示し、（ａ）は縦断面図、（ｂ）は（ａ）
のＡ－Ａ断面図である。
【図２】従来の膨張弁の構造を示し、（ａ）は縦断面図、（ｂ）は（ａ）のＡ－Ａ断面図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の膨張弁の好適な一実施形態について図１を参照しつつ説明する。
【００１２】
　本発明の膨張弁１ａについては、図２で説明した従来構造の膨張弁１と同様の構成につ
いては同じ符号を付して詳細な説明は省略する。
【００１３】
　本発明の膨張弁１ａも弁室２２内に配設される弁体６０をばね受け１００を介して付勢
ばね８０で支持する構成を有する。
【００１４】
　このばね受け１００は円柱状の垂下体１１０を有し、垂下体１１０は付勢ばね８０の内
側の空間を閉塞する。ばね受け１００の円柱状の垂下体１１０は、少なくとも小径部２１
の開口の下端部よりもプラグ９０側に伸びる長さ寸法を有する。この垂下体１１０の存在
によって小径部２１から弁室２２内に流入する高圧の液冷媒が、付勢ばね８０の内部に流
入することが防止され、冷媒の流れは乱れることなくスムーズに弁座２４側へ送られる。
【００１５】
　この作用により、弁室２２内における高圧の液冷媒の流れの乱れの発生が防止され、乱
れによる騒音の発生原因が除去できる。
【００１６】
　本発明の膨張弁１ａは以上のように、付勢ばねの内側に挿入される円柱状の垂下体１１
０を有するばね受け１００を備えることで、簡素な構成により冷媒の通過音を低減するこ
とができる。
【符号の説明】
【００１７】
１，１ａ　膨張弁
１０　弁本体
２０　入口ポート
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２１　小径部
２２　弁室
２４　弁座
２６　オリフィス
２８　出口ポート
３０　戻り通路
３２　開口部
４０　弁体駆動装置
５０　作動棒
６０　弁体
７０　ばね受け
８０　付勢ばね
８２　ばね内部空間
９０　プラグ
１００　ばね受け
１１０　垂下体
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【図２】



(7) JP 2014-238206 A 2014.12.18

フロントページの続き

Ｆターム(参考) 3H057 AA04  BB45  DD05  EE03  FC03  HH18 
　　　　 　　  3L211 BA14  DA23 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

